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今
、
わ
が
国
の
死
亡

原
因
の
第

一
位
を
占
め

ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ゝ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ゝ
一″

一
　
　
　
　
・″
ｌ
ｔ
■
一

は

.,, *&?t
&

す

　

ん

状
が
な
く
進
行
す
る
や

ま
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早期発見の筋
　
一
番
多
い
が
ん
で
す
が
死

団検診

亡
の
割
合
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
胃
の
集
団
検
診
の
浸
透
と
食

生
活
の
改
善
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
検
診

で
早
期
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
割
合
は
何
ら

集

つ
か
い
な
病
気
で
す
。
　

　

よ
い
食
事
に
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
/1ヽ

胃

・
肺
が
ん
に
つ
い
て
　
　
　
肺
が
ん
は
、
急
増
傾
向
に
あ
り
、
将
来

/1ミ /0ヽ /1ヽ

予
測
さ
れ

て
い

ハ

ま
す
。
原
因
は
、　
ハ

実
態
と
予
防
方
法
に
触
　
　
は
胃
が
ん
の
死
亡
数
を
上
回
る
だ
ろ
う
と

士

¨

保健れ
て
い
き
ま
す
。

か
の
症
状
を
訴
え
て
病
院
に
来
る
患
者
の
　
　
　
本
町
で
は
、
胃
。
肺
が
ん
検
診
を
十
一　
ハ

約
二
倍
、
し
か
も
早
期
に
発
見
し
処
置
す
　
　
月
に
実
施
し
ま
す
。
早
期
発
見

・
早
期
治

面

れ
ば
ほ
ぼ
一〇
〇
％
が
治
って
い
ま
す
。　
　
療
で
が
ん
か
ら
身
を
守
り
ま
し
よ
う
。　
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胃
が
ん
は
、
日
本
人
に
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ｄ

て
い
る

「が
ん
」
早
期

に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
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こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
集
団
検
診
を
積
極

Ａ

的
に
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
Ⅵ

食
生
活
で
は
、
米
飯
に
漬
物
中
心
の
食

陶

事
か
ら
、
塩
分
を
減
ら
し
肉

・
野
菜

・
果

（

物

・
乳
製
品
を
取
り
入
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の

ハ

▽
訂
正
　
８
月
号
９
ペ
ー
ジ
郡
民

体
育
祭

【
一
〇
〇
ｍ
】
で

一
位

・
　
ω

三
位

・
三
位
は

一
位

・
二
位

。
三

位
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

▼
長
い
梅
雨
づ
終
わ
っ
た
が
と
思

え
ば
短
が
っ
た
夏
、
も
う
九
月
の

よ
う
な
気
候
、
広
報
担
当
の
私
に

と
つ
て
は
、　
一
日
い
ち
に
ち
が
短

＜
思
え
誅
す
。
▼
こ
の
涼
し
い
高

森
に
も
バ
ナ
ナ
の
実
が
な
る
ん
で

す
ね
。
管
山
の
甲
斐

一
誠
さ
ん
万

に
△フ
年
も
バ
ナ
ナ
の
実
が
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
み
る
バ
ナ
ナ
の
実
＼

め
ず
ら
し
が
あ
。

タ
バ

コ
・
石
綿

。
大
気
汚
染
等
が
あ
り
ま
す
。
特
に
タ
バ

コ
は

一
日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙
継
続
年
数

が
六
〇
〇
以
上
に
な
る
と
高
率
で
肺
が
ん

が
増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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7・ 9生  洋 子ご
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村

市
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1991

や

よ

さんの長

(高森)

田

森 )

田

博 祐
恵利子

誠 治
美 和

(高森)7・ 13生

後藤 大輔ちゃん
(高森)7●‐14生

三亨石lt卜羊ちゃん

(中 )7・ 17生

上 大樹ちゃん

がん

編
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▲風鎮祭の名物「出引き」
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ありがとうござい● した (敬称略 )

■町社会福祉協議会べ    ■■|
く香典返し〉白石ハツ子、 li藤幸則、

色見キクエ、元村幸敏、本田一

〈病1気見舞返礼〉岩下清則

ん の 男

|(敬称略)

(敬称略)

7 ・ 15

7.・ 15

すえなが<
おしあわせに

お<やみ

ゃうしあげます

(住所) (遺 族)
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交

通

事

故

ヽ.ノ

ク

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並

び
に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に

つ
い
て
、
無
料
で
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
相
談
日
／
月
曜
か
ら
金
曜
の
午

前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
４０
分

ま
で
■
弁
護
±
相
談
日
／
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

■
場
所
／
熊
本
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
熊

本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー

（
雰
０
９
６

・
３
６
４

・
２
４

０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

草

　

　

部

社
会
福
祉
法
人
立
正
福
社
会
高

森
寮
で
は
第
２
回
福
祉
ま
つ
り
を

行
い
ま
す
。
ご
家
族
で
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
９
月
２９
日

（日
）
午
前

１０
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
寮

■
内
容
／
人
形
劇

・
ゲ
ー
ム

・
高

森
中
学
校
吹
奏
楽
演
奏

。
バ
ザ
ー

（お
に
ぎ
り
、
焼
ソ
バ
、
う
ど
ん
、

飲
み
物
等
）

当
日
は
、
食
券
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
高
森

寮

（
圏
②
ｌ
７
８
０
）

ヘ

脅覇lt凛燃えました
阿

南

り

か

さ
ん
囲
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2年連続特賞に選ばれた下町 2組の「イグアノ ドン」

―仕事は楽 しいですか

患者さんとのコミュニケーションがあ

り、看護婦になって良かったと思います。

毎日楽しく仕事をやっています。

一今、いちばん関′bのあることは

9月 に郡医師会のバレーボールがある

ので練習中、頑張りたい。

一どんな町づ <りを望みますか。

自然を活かしたきれいな町づくりをし

てほ しい。

(11)

F
町
民
総
お
ど
り
に
は
今
年
も

約
五
〇
〇
人
が
参
加

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
！
で
は

威
勢
の
い
い
風
鎮
太
鼓
が
活
躍

上
色
見

・
熊
野
座
神
社
の
神
楽

に
ぎ
や
か
な

「目
覚
し
」
で

祭
り
の
幕
開
け

c,
C=,
―

福
祉
ま
つ
り

■勤務先 :南郷谷整形外科医院
■趣味 :裁縫・小物づくり

■血液型 :朗 らかで活発なA型

第 4回県民文化祭「 F町翻「」
県民文化祭は今年で4回 目を迎え、来る10月 19日

(土)か ら27日 (日 )ま での 9日 間、阿蘇郡12町村
を舞台に「阿蘇ルネサンス 天地創造」をテーマに
開催されます。

農耕から生まれた文化、これまで生活の中で受け

継がれてきた文化、新しく創造する文化、これらを

今回の文化の祭典を通じてそれぞれ大きく育て、阿

蘇らしさを多くの人々に満喫して頂きたいと考えて

います。

県民文化祭阿蘇を、皆さんの

手で成功させましよう !

さン合※ 10 10 9  9 9 9
いサが都 月 月 月  月 月 月°
|あ合  10 6 29   23 22 16
ビリに 日 日 日  日 日 日
⌒スまよ
②です り 馬 平 藤  み 立 後
|おの変圏原圏 圏 」 な圏 圏
2確で更②冨②田⑦本⑦クみ③野⑦藤
2か
｀
に0罫 0 0 2り 阿0 0

2めテな6型 2医 0医 0二蘇1病 0医
2く レる4医 1 2 3ツ  1 1Vだ
ホ場 6院 6院 0院 0ク  1院 9院

診療は午前 9
時か ら午後 5
時まで

恒
例
の

「風
鎮
祭
」
が
、
今

年
も
八
月
十
七
日

・
十
八
日
の

両
日
催
さ
れ
、
風
鎮
祭
の
呼
び

物

「山
引
き
」
が
町
内
に
繰
り

出
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年

を
上
回
る
十
九
基
の
作
品
が
造

ら
れ
、
見
物
客
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

今月の表紙

|お 知 ら せ

．
八
月
十
七
日
午
前
零
時
、
五
町
向
上
会
の
に
ぎ
や
か
な

「
目

覚
し
」
に
よ
り
、
夏
の
名
物
・「
風
鎮
祭
Ｌ
の
幕
開
け
と
な
り
ま

し
た
。
〈フ
年
は
ヽ
御
船
太
鼓
、
津
軽
三
味
線
も
加
わ
り
風
鎮
太

鼓
一
に
わ
か
、
出
引
き
、
町
民
総
踊
り
な
ど
多
彩
な
催
し
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
が
一始
ま
っ
て
四
年
、
上

町
向
上
会
が
四
年
連
続
の
優
勝
と
な
り
讀
し
た
。造
り
物
で
は
、

下
町
〓
組
が
二
年
連
続
で
特
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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年
　
　
金

海
上
保
安
大
学
校
及
び

海
上
保
安
学
校
学
生

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
９
月
２５
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

海
上
保
安
庁
で
は
、
３
年
度
も

海
上
保
安
大
学
校
及
び
海
上
保
安

学
校
の
学
生
を
次
の
要
領
で
募
集

し
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
９
月
５
日

（木
）

か
ら
９
月
１８
日

（水
）

■
受
験
資
格
／
昭
和
４３
年
４
月
２

日

（大
学
校
学
生
は
昭
和
４６
年
４

月
２
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で

次
に
掲
げ
る
も
の

０
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
成
４
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者
。

②
、
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学

年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
及

び
平
成
４
年
３
月
ま
で
高
等

試
験
平
成
４
年
１
月
７
日

（火
）

・
８
日

（水
）

■
試
験
地
／
第
１
次
試
験
、
熊
本

市

。
第
２
次
試
験
、
北
九
州
市
、

鹿
児
島
市
。

申
込
み
及
び
詳
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
三
角
海
上
保
安
部
管
理

課

（
８
０
９
６
４

・
５
２

。
３
１

０
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

熊
本
県
で
は
、
第
２２
回
熊
本
県

勤
労
者
美
術
展
の
出
品
作
品
を
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

■
会
場
／
熊
本
県
立
美
術
館

■
種
目
／
絵
画

（洋
画

ｏ
日
本
画

。
版
画

・
デ
ザ
イ
ン
）
、
書
、
写
真

■
申
込
期
限
／
Ｈ
月
５
日

（火
）

か
ら
Ｈ
月
１２
日

（火
）

■
出
品
資
格
／
県
内
に
在
勤
又
は

在
住
の
勤
労
者
、
及
び
そ
の
家
族

（１８
歳
以
上
）

詳
し
く
は
県
労
政
課

（
８
０
９

６

・
３
８
３

・
１
１
１
１
）
、
熊
本

労
政
事
務
所

（
８
０
９
６

・
３
５

２

・
４
１
１
１
）

へ
。

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。

法
律
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
き
／
９
月
２８
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

口
腔
健
康
情
報

入
れ
■
ア
ラ
カ
ル
ト

「お
宅
で
は
、
入
れ
歯
は
い
く

ら
で
す
か
」
と
い
う
電
話
を
何
回

か
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
相

手
は
だ
れ
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

と
に
か
く
入
れ
歯
の
必
要
な
人
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

い
た
ず
ら
半
分
の
人
も
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
、
返
事
の
し
よ
う

も
な
い
電
話
な
の
で
、
「み
て
み
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た

も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
歯
科
医
は

「入
れ
歯

を
入
れ
た
ら
い
く
ら
金
を
と
ら
れ

る
か
わ
か

っ
た
も
の
じ
や
な
い
」

と
思
わ
れ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ど
ん
な
状
態
で
、
ど
ん
な
ふ
う

に
入
れ
歯
を
入
れ
る
の
が
良
い
か

わ
か
ら
な
け
ば
返
事
の
し
よ
う
が

な
い
の
で
す
。

歯
科
医
院
に
行

っ
て
直
接
み
て

も
ら

つ
て
相
談
し
、
よ
く
咬
め
る

入
れ
歯
を
作

っ
て
も
ら
い
ま
し
よ

「御
船
太
鼓
」

。

「津
軽
三
味
線
」
も
特
別
出
演

樽みこしが繰り出し祭りは最高潮

●   ●

●   ●

1000発の花火が観客を魅了

みごと4連覇を飾った上町向上会の「にわか」

”
り

阿
蘇
郡
歯
科
医
師
会

今
年
か
ら
登
場
し
た
五
町
対
抗

綱
引
き

横
町
向
上
会
か
ら
年
番
が

下
町
向
上
会
へ

「節
刀
渡
し
」

ご利用<ださい
園芸用ハウス設置

事業の助成
近年の農業情勢に対応 し、近代

農業を推進するため、今年度園芸

用ハウスを設置する場合、その経

費の一部を助成する補助金交付規

則を設けましたのでご利用される

ようお知らせします。

1.補助対象
イ.新規に園芸用ハウスを10a
以上導入するもの。

口.規模拡大を図るため、園芸
用ハウスを10a以上増設する
もの。

ハ.既存の園芸用ハウスが 8
以上を経過し更新のため

a以上設置するもの。
2.補助金の額
資材導入経費の 2

し予算の範囲内で

する。

3. 申
10月 15

なお、

興 課

作

ロ ロ

法
律

（無
料
）

9/17日 (火)9/25日 (水)10/7日 (月 )時間 9時～15時 (10)(3)

1.オ

fifiBrfl
82-Oi 71

壼≧二,

″

専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

程
を
修
了
す
る
見
込
み
の
者
。

同
、
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検

定
に
合
格
し
た
者
等
人
事
院

が
０
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
。

■
採
用
予
定
数

●
大
学
校
学
生
　
　
　
約
５０
名

●
学
校
学
生

イ
、
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
約
８５
名

口
、
情
報
シ
ス
テ
ム
約
５０
名

ハ
、
海
洋
科
学
　
　
約
１５
名

■
試
験
日

●
大
学
校
学
生
は
第
１
次
試
験

Ｈ
月
９
日

（土
）
及
び
１０

日

（日
）

ｏ
第
２
次
試
験

平
成
４
年
１
月
７
日
（火
）

●
学
校
学
生
は
第
１
次
試
験
Ｈ

月
１０
日

（日
）

ｏ
第
２
次

A

颯、 蜻

.湊

機″●
鷲 _、
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瘍 瘍 鰈 躙 瘍 瘍 屹 膵

題「駅   伝」 題「柔   道」

3年

工藤 智宏 くん

担任の原□義史先生から 複雑な腕が少し単
純になつているが、下 |こなつている人の苦し

そうな表情が柔道の動きを伝えています。

3年

工藤 房子 さん

●   ●

●   ●

担
任
の
原
□
義
史
先
生
か
ら
　
髪
の
毛
、
日
、
タ
ス

一

キ
に
走
っ
て
い
る
な
あ
と
い
う
感
じ
が
出
て
い
ま
す
。
一

表
情
を
工
夫
す
れ
ば
も
っ
と
よ
＜
な
っ
た
と
思
い
ま

一

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

有
料
老
人
ホ
ー
ム
と

ど
う
い
う
施
設
で
す

有
料
老
人
ホ
ー
ム
と

は
、
健
康
的
に
も
経
済
的
に
も
比

較
的
恵
ま
れ
た
高
齢
者

（お
お
む

ね
６０
歳
以
上
）
の
方
が
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
と
の
自
由
契

約
に
基
づ
き
全
額
自
己
負
担
に
よ

っ
て
食
事
や
健
康
管
理
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
生
活
す

る
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
な
お
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
は
公
の
施
設
で
は

な
く
民
間
の
施
設
で
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
は
大
き
く

分
け
て
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
①
利
用
権
方
式

②
賃
貸
方
式

③
分
譲
方
式

上
記
の
、タ
イ
プ
や
入
居
条
件
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、詳
し

い
こ
と
は
、各
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、
一
般
的
な
こ
と
に
つ
い
て

は
「社
会
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー

ム
協
会
」
（
８
０
３

・
５
６
７

・
４

５
８
０
）
県
高
齢
者
対
策
室
（０
９

６

・
３
８
３

・
１
１
１
１
）
ヘ

堀
田
　
蘇
仙

熊
川
　
豊
泉

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

（菜
の
花
句
会
）

裸
足
　
野
暮
な
盗
人
も
お
つ
た
も
ん

営
業
用
　
ご
ろ
り
変
ら
す
電
話
回

も
う
大
人
　
念
入
れ
て
読
む
政
治
欄

も
う
大
人
　
ウ
イ
ン
ク
も
す
る
ご
つ
な

っ
た

営
業
用
　
ア
ラ
声
帯
の
変
わ

っ
と
る

営
業
用
　
三
つ
持

つ
と
る
ア
デ
ラ
ン
ス

欠
げ
て
　
唐
三
彩
と
寝
こ
う
ど
る

も
う
大
人
　
母
は
教
ゆ
る
こ
つ
ば
か
り

輸
入
肉
　
迎
賓
館
で
出
す
が
え
え

小
波
の
湖
面
に
新
涼
誘
い
来
し

思
う
さ
ま
枝
を
広
げ
て
寺
の
萩

町
中
の
碑
に
旧
る
祭
歌

新
涼
の
暦
に
記
す
退
院
日

花
木
種
若
人
混
み
じ
無
人
駅

孫
や
子
の
仕
掛
花
火
の
如
く
去
り

祭
果
て
阿
蘇
路
は
早
や
も
秋
近
し

呆
け
て
来
し
事
も
暑
さ
の
所
為
に
し
て

虫
の
音
や
来
客
送
る
門
辺
に
も

友
の
文

「秋
め
く
頃
」
の
書
き
始
め

掛
軸
の
ゆ
が
み
直
し
て
朝
涼
し

お逮書ですか
Aか は Q

(4)

老
人
福
祉

Ｑ

＆
Ａ

浦 岡 松 林
塚 本 野 田

南 琴 笑 一
天 司 声 声

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

松
岡
　
信
子

山
村
　
文
子

桐
原
　
寿
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

楢
木
瑳
紀
子

馬
原
　
要
子
　
の

岩
下
　
扶
美

車 部 中 学 校

圏

転
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
ま
で
運
転
で
き
な
か

っ
た

理
由
は
、
職
員
の
増
員
や
作
業

に
無
理
が
生
じ
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
運
転
士
の
休
憩
時
間

が
な
く
な
り
、
ま
た
、
回
送
列

車
ま
で
動
か
さ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
こ
れ
は
運
転
士

一
人
の

増
員
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
開
業
時
か
ら
三
年

間
約

一
億
四
百
万
円
あ

っ
た
収

入
が
、
平
成
元
年
か
ら
急
に
減

り
、
約
八
百
万
円
減
の
九
千
六

百
万
円
、
平
成
二
年
に
は
九
千

四
百
万
円
、
開
業
当
時
に
比
ベ

る
と
約

一
千
万
円
の
減
収
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
人
的
、

経
済
的
に
苦
し
い
状
況
の
中
で

は
運
転
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
運
転
士
か
ら

「や
ろ
う
」

と
い
う
積
極
的
な
熱
意
で
、
増

員
な
し
で
レ
ー
ル
バ
ス
を
運
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

臨
時
レ
ー
ル
バ
ス
の
時
刻
は

表
の
と
お
り
で
す
。

声

　

こ

え

　

コ

エ

▼
す
て
き
な
所
で
す
ね
。ま
た
来

ま
す
。
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
り
た

い
。東
京
に
帰

っ
た
ら
、
鉄
道
青

年
に
宣
伝
し
て
お
き
ま
す
。

▼
豊
肥
線
で
熊
本
経
由
で
博
多

へ
行
き
ま
す
。
高
森
の
駅
が
と

て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
ひ
の

木
づ
く
り
の
駅
は
日
本
で
も
こ

こ
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て

も
い
い
駅
で
気
に
入
り
ま
し
た
。

▼
高
千
穂
経
由
で
来
ま
し
た
。

今
日
は
熊
本
経
由
で
博
多

へ
行

き
ま
す
。
将
来
、
高
千
穂
線
と

南
阿
蘇
鉄
道
と
レ
ー
ル
が
結
ば

れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

▼
又
来
ま
し
た
。
佐
世
保
よ
り

家
族
四
人
、昨
年
九
月
に
来
て
、

ま
た
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い

い
と
こ
ろ
で
す
ね
―
南
阿
蘇
。

▼
や

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
は

る
ば
る
四
国
よ
り
、
ワ
ー
イ
や

っ
た
ぜ
。
記
念
に
な
る
よ
う
な

す
て
き
な
旅
を
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

駅   名 時  刻

立   野

長   陽 20: 45

力日  勢 20:48
阿蘇下田 20:51

中  オ公 21 : 00

阿蘇白川 21 : 06

見 晴 台 21 :10

高   森 21 : 14

臨
時
レ
ー
ル
バ
ス
運
行

4 SO

は
Ｊ
Ｒ
の
到
着
時
刻

皆
様
の
要
望
に
こ
た
え
て

南
阿
蘇
鉄
道
で
は
、
か
ね
て

よ
り
町
民
の
皆
様
か
ら
要
望
が

あ
り
ま
し
た
、
臨
時
レ
ー
ル
バ

ス
を
九
月
二
日
か
ら
運
転
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
発
十

九
時
三
十
六
分
、
立
野
駅
着
二

十
時
三
十
三
分
の
下
り
列
車

・

官
地
駅
発
十
九
時

三
十
七
分
、
立
野

駅
着
二
十
時
十
二

軟

分
の
上
り
列
車
に

ル
接
続
す
る
レ
ー
ル

レ．　
バ
ス
で
す
。
し
か

略

し
、
冬
期
の
利
用

て

を
考
え
る
と
か
な

な

り
の
利
用
減
に
な

趾
る
可
能
性
が
あ
り
、

助
年
間
を
通
じ
て
の

町
運
転
は
無
理
か
と

思
い
ま
す
。
当
分

の
間
、
臨
時
レ
ー

ル
バ
ス
と
し
て
運

懸園||

俳

　

　

句

鑢
酵
難
ｒ
Ｄ
Ｂ
Ｅ
５

０
つ
の



全
国
大
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

第
二
十

一
回
全
国
酪
農
青
年

婦
人
酪
農
経
営
発
表
大
会
が
七

月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
の

二
日
間
、
石
川
県
加
賀
市
で
行

わ
れ
、
高
森

。
冬
野
の
宇
藤
文

三
さ
ん

（４１
歳
）
が
み
ご
と
最

優
秀
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

全
国
六
地
区
の
予
選
大
会
で
推

薦
さ
れ
た
六
人
が
発
表
、
九
州

地
区
で
推
薦
さ
れ
た
宇
藤
さ
ん

が
、
「国
際
化
を
生
き
ぬ
く
私
の

酪
農
経
営
」
と
題
し
て
発
表
、

熊
本
県
か
ら
は
初
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

宇
藤
さ
ん
は
、
現
在
経
産
牛

四
十
六
頭
、
育
成
中
の
牛
十
九

頭
を
飼
育
、
経
営
の
特
徴
は
″
基

本
に
忠
実
″
を
モ
ッ
ト
ー
に
「土

稲
わ
ら
も
、
稲
作
農
家
と
堆
肥

交
換
を
行
い
確
保
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
経
産
牛

一
頭
当

た
り
の
年
間
産
乳
量
は
八
千
九

十
三
キ
ロと
多
く
は
な
い
が
、
生

産

コ
ス
ト
が
低
い
こ
と
か
ら
所

得
率
の
向
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「酪
農
は
休
む
暇
も
な
く
忙

し
い
職
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
よ

い
が
、
我
が
家
は
年
に

一
度
の

家
族
旅
行
を
欠
か
し
た
こ
と
が

な
い
」
と
宇
藤
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
、
国
際
化
の
中
で
酪
農
経

営
の
健
全
な
発
展
を
計
る
た
め

に
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
衛
生
的
で
安
全
か
つ
、
お
い

し
い
高
品
質
牛
乳
の
生
産
に
励

む
そ
う
で

「若
者

（後
継
者
）

か
ら
も
魅
力
あ
る
職
業
に
思
わ

れ
る
よ
う
、
酪
農
人
生
を
今
ま

で
以
上
に
有
意
義
な
も
の
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

第
２１
回
全
国
酪
農
青
年
婦
人
酪
農
経
営
発
表
大
会

ま
た
、
「
ム
リ
」
「ム
ダ
」
「
ム

ラ
」
の
な
い
投
資
で
効
率
的
な

規
模
拡
大
を
行

っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
自
給
飼
料
も
、
夏
作
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
六

・
六
ｈａ
、
ス

ー
ダ

ン

一
。
一
Ｌ
、
冬
作
に
イ

タ
リ
ア
ン
六

・
八
ｈａ
な
ど
十
六

ｈ
の
粗
飼
料
を
栽
培
し
て
い
る
。

農林水産大臣賞受賞の

宇藤文三さん (41歳 )

づ
く
り
」
「草
づ
く
り
」
「牛
づ

く
り
」
の
三
づ
く
り
に
徹
し
た

酪
農
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

み
ん
な

のひ
３
ば

広報係へご連絡下さい。
●②llll

じ

ん

ぶ

つ

探

診

フ
ィ
ラ
リ
ヤ
病
治
療
に
貢
献

故

武
田
　
光
磨
氏

ョ
ウ
チ
ョ
ウ
科
の
線
虫
で
、
人

の
リ
ン
パ
管
に
寄
生
し
て
お
こ

す
病
気
で
す
。
発
熱
発
作

・
関

節
痛
な
ど
が
症
状
で
、
慢
性
化

し
て
象
皮
病
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
期
沖
縄
で
流
行

し
て
い
た
も
う

一
つ
の
病
気
、

脳
脊
髄
膜
炎

（細
菌

・
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
よ

っ
て
脳

・
脊
髄

を
覆
う
膜
が
炎
症
を
起
こ
し
、

発
熱

・
意
識
障
害
な
ど
が
あ
り
、

死
亡
率
が
高
い
）
の
治
療
薬
発

見
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
沖
縄
県
衛
生
課
長

（昭

昭
和
十

一
年
頃
、
沖
縄
で
は
、

フ
イ
ラ
リ
ヤ
病
と
い
う
病
気
が

流
行
し
て
い
ま
し
た
。
患
者
数

二
千
六
百
二
十

一
人
、
保
菌
者

約
九
万
人
と
、
当
時
の
新
聞
は

報
じ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
風
土
病
と
も
い
わ
れ

た
フ
イ
ラ
リ
ヤ
病
、
こ
の
治
療

撲
滅
を
研
究
さ
れ
、
フ
イ
ラ
リ

ヤ
病
の
仔
虫
が
肺
臓
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
発
見
、
肺
臓
内

か
ら
の
検
出
に
成
功
さ
れ
た
の

が
武
田
光
磨
氏
で
す
。

フ
ィ
ラ
リ
ヤ
病
と
は
、
シ
ジ

れ
、
日
本
医
学
専
門
学
校
か
ら

東
京
帝
国
医
科
大
学
専
科
を
卒

業
、
そ
の
後
、
北
里
研
究
所
で

学
ば
れ
、
昭
和
五
年
九
月
十
五

日
福
岡
県
警
察
署
勤
務
、
昭
和

十
年
八
月
二
十

一
日
和
歌
山
県

衛
生
課
、
そ
し
て
、
沖
縄
県
衛

生
課
長
、
こ
の
時
、
昭
和
十
三

年
十
月
二
十

一
日
、
医
学
博
士

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十

六
年
十
二
月
十
三
日
に
徳
島
県

衛
生
課
長
に
就
任
、
現
在
の
徳

島
大
学
医
学
病
院
の
設
立
に
も

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
事
が
、
徳

島
県
医
師
会
史
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
十
八
年
二
月
か
ら
陸
軍

司
政
官
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
医
科
大

学
部
長
、
ス
ラ
バ
ヤ
中
央
病
院

長
を

へ
て
、
昭
和
二
十

一
年
八

月
帰
国
、
昭
和
二
十
二
年
七
月

二
十
五
日
本
町
の
永
野
原

。
大

仲
野
に
武
田
医
院
を
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
年
の
間

永
野
原
で
地
域
医
療
に
頑
張
ら

れ
ま
し
た
。

武
田
氏
は
、
農
家
の
生
ま
れ

で
、
新
聞
配
達
な
ど
を
し
な
が

ら
勉
強
、
医
学
博
士
に
な
ら
れ

た
努
力
の
人
物
で
す
。

一生を医業に棒げた故武田光磨氏

和
十
三
年
四
月
か

ら
同
十
六
年
十
二

月
）
時
代
に
、
研

究
さ
れ
た
も
の
で

す
。武
田
氏
は
、
明

治
二
十

一
年
十

一

月
二
十
七
日
宮
崎

県
高
千
穂
町
に
生

●   ●

●   ●

楽
し
か
っ
た

山
と

川
で

の
サ

マ
ー
キ

ャ

高
森
町
少
年
育
成
キ
ヤ
ン
プ
（町

教
育
委
員
会

・
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
主
催
）
が
八
月
二
日

・
四

日
、
青
年
団

。
高
森
高
校
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
鍋

の
平
キ
ヤ
ン
プ
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。共
同
生
活
の
中
で
色

々
な
体
験

を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
た
く
ま

し
く
郷
土
愛
に
ふ
れ
た
、
よ
り
よ

き
少
年
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
今
年
で
四
年
目
、
町
内
の
小

学
校
か
ら
二
十
二
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
供
達
も
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

ま
た
、
野
尻

。
河
地
の
河
川
敷

で
は
、
八
月
三
日

・
四
日
、
第

一

回
山
村
留
学
サ

マ
ー
キ
ヤ
ン
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
山
村

留
学
制
度
を
広
く
知

っ
て
も
ら
お

う
と
、
く
さ
か
べ
山
村
留
学
実
行

委
員
会
が
行

っ
た
も
の
で
、
キ
ャ

ン
プ
に
は
、
熊
本
市
や
合
志
町
か

ら
二
十
七
人
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。
キ
ヤ
ン
プ
で
は
、
自
然
の
中
で
、

水
遊
び
や
魚
釣
り
を
楽
し
み
、
本

町
の
子
供
達
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

ゲームを楽しむ子供たち

交通ルールとマナーの実践

県民一人ひとりに交通安全知識を普及し、そ

の交通安全思想の高揚を図るとともに、正しい

交通ルールと交通マナーの実践を習慣付けるこ

とにより、交通事故防止の徹底を図ることを目

的に展開されます。

■運動の重点目標

①若者による無謀運転の追放

②シー トベル ト・ヘルメットの正しい着用の徹

底

シー トベル トの正しい着用を習慣付け、後部

座席 に対 してもシー トベル トを着用

近年における高齢者の交通事故の増加傾向に

かんがみ、高齢者の交通安全に関する県民の意

識を醸成するとともに、高齢者自身の交通安全

知識の向上と交通安全思想の高揚を図り、正し

い交通ルールと交通マナーの実践を促進するこ

とによって、高齢者の交通事故防止の徹底を図

ることを目的に展開されます。

■重点目標

①高齢者の交通安全に関する県民の意識の醸成

②高齢者の歩行中 (特に横断中)及び自転車乗

防

テントはりもみんなで協力

(5)
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1秋の全国交通安全運動 9/2相～9/30日 高齢者交通安全旬間 9/11日～9/20日



モ
ン
タ
ナ
州
か
ら

高
校
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
七
日

の
十
二
日
間
、
ア
メ
リ
カ

・
モ
ン

タ
ナ
州
か
ら
二
人
の
高
校
生
が
本

町
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。

熊
本
県
が
、
昭
和
五
十
七
年
に

モ
ン
タ
ナ
州
と
姉
妹
都
市
に
な
り

「高
校
生
相
互
派
遣
」
の
プ

ロ
グ

ラ
ム
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

プ

ロ
グ
ラ
ム
が
現
在
ま
で
続
け
ら

れ
、今
回
の
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。

来
町
し
た
の
は
、
ジ
ャ
シ
ュ
ア

・
ジ

ヨ
ン
ソ
ン

（十
五
歳
）
く
ん

と
ジ
ヤ
レ
ツ
ド

・
ク
リ
ス
ト
マ
ン

（十
五
歳
）
く
ん
の
二
人
で
す
。

二
人
は
、
高
森

・
森
の
後
藤

正
三
さ
ん
、
高
森

・
村
山
の
武
田

望
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
と
し
て
受
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。

二
人
は
、
夜
市
、
夏
祭
、

海
水
浴
な
ど
を
体
験
、
草

部
中
学
校
で
行
わ
れ
た
キ

ヤ
ン
プ
に
も
参
加
、
バ
ス

ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み

二
人
だ
け
で
中
学
生
と
宿

泊
、
大
い
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
も
熊
本
市

を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
小
学
校
男

子
三
十
六
チ
ー
ム
、
小
学
校
女
子

二
十
チ
ー
ム
、
中
学
校
男
子
三
十

四
チ
ー
ム
、
中
学
校
女
子
二
十
七

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
森
小
学
校
Ａ
は
、
決
勝
戦
で

熊
本
直
心
館
と
対
戦
二
対
二
の
す

熱気あふれる大会会場

平
成
三
年
度
森
林
組
合
選
木
市

が
七
月
二
十
七
日
同
組
合
で
開
か

れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
本
市
に
は
、
ス
ギ

・

ヒ
ノ
キ
合
わ
せ
て
五

一
一
３ｍ

（ヒ

ノ
キ
は
二
三
〇
ポ
）
の
材
本
が
市

に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ギ

。
中
目
材

。
小
丸
太
と
も

高
値
で
取
り
引
き
、
ヒ
ノ
キ
も
全

般
的
に
高
値
で
特
に
南
郷
桧
は
二

〇
％
か
ら
三
〇
％
高
の
取
り
引
き

で
し
た
。

遠
く
は
大
分

・
八
代
か
ら
二
十

二
人
の
取
り
引
き
業
者
が
集
ま
り

ず
ら
り
と
並
ん
だ
材
木
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

中
学
生
大
韓
民
国
を
行
く

盛況だつた選木市

事前研修を受ける中学生

高
森
小
Ａ
堂
々
の
準
優
勝

高
森
町
少
年
剣
道
招
待
錬
成
大
会

え
代
表
決
定
戦
で
惜
し
く
も
準
優

勝
と
健
闘
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

る
子
供
に
、
父
母
ら
の
盛
ん
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

よ

ろ

し
く

マ
ー
ー
ク

・

マ
ー
ス
ル
で
す

本
町
で
は
、
八
月
か
ら
中
学
生

の
英
語
指
導
助
手
と
し
て

「語
学

指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事

業
」
で
外
国
青
年
教
師
を
招
い
て

い
ま
す
。

青
年
教
師
は
、
ア
メ
リ
カ

・
ミ

ネ
ソ
タ
州
出
身
、
今
年
二
十
五
歳

の
マ
ー
ク

・
マ
ー
ス
ル
さ
ん
で
す
。

マ
ー
ク

・
マ
ー
ス
ル
さ
ん
は
、今

回
が
三
度
日
の
来
日
で
す
が
、慣
れ

る
の
も
早
く
、さ

っ
そ
く
風
鎮
祭
の

総
踊
り
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
は

一
年
間
の
予
定
で
滞

在
、
中
学
生
の
英
語
指
導
に
あ
た

り
ま
す
。

●   ●

●   ●

第

一
回
南
阿
蘇
中
学
生
海
外
研
修

（南
阿

蘇
六
ケ
町
村
教
育
委
員
会
主
催
）
が
八
月
十

九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
四
泊
五
日
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
世
界
に
対
す
る
役
割
が
年
々
増
大

し
て
い
る
折
、
中
学
生
の
海
外
研
修
を
通
じ
、

集
団
生
活
や
異
国
文
化

。
人
情
等
を
直
接
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
に
貢
献
し
う
る

人
材
の
育
成
に
努
め
る
よ
う
始
め
ら
れ
ま
し

た
。第

一
回
日
の
今
年
は
、
高
森
町
を
は
じ
め

南
阿
蘇
六
ケ
町
村
か
ら
二
十
二
人
の
中
学
生

が
参
加
、
引
率
者
と
合
わ
せ
て
四
十
三
人
の

海
外
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
は
、
慶
州
市
の
仏
国
寺
、
天
馬
塚
古

墳
の
見
学
か
ら
始
ま
り
、
大
韓
民
国
唯

一
の

日
系
婦
人
保
護
施
設
ナ
ザ
レ
園
訪
間
、
熊
本

県
と
の
姉
妹
提
携
都
市
忠
清
南
道
扶
余

へ
表

敬
訪
間
、
大
韓
民
国
中
学
生
と
の
交
歓
会
や

８８
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
施
設

・
安
重
根
記
念
館

・

板
門
店
等
社
会
見
学
を
し
ま
し
た
。

交
歓
会
で
は
地
元
の
小

。
中
学
生
が
民
族

舞
踊
等
を
披
露
、
大
歓
迎
に
参
加
し
た
中
学

生
も
感
激
を
受
け
ま
し
た
◇

真剣に石けんづくりをする受講生のみなさん

ことばは通 じなくても身振り手振りで

汚
染
防
止
に
固
形
石
け
ん
づ
く
り

食
用
廃
油
を
利
用
し
て
固
形
石
け
ん
を
作

る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
汚
染
防
止
に
役
立
て

よ
う
と
八
月
九
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

高
森
町
婦
人
会

（松
野
博
子
会
長
）
が
固
形

石
け
ん
づ
く
り
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
習
会
は
、
い
き
い
き
健
康
教
室
で
行
わ

れ
、
婦
人
会
の
児
玉
民
江
さ
ん
の
説
明
を
聞

い
た
後
、
さ

っ
そ
く
石
け
ん
づ
く
り
に
取
り

掛
か

っ
て
い
ま
し
た
。
出
来
上
が

っ
た
石
け

ん
は
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
料
理
教

室
等
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

固
形
石
け
ん
は
、
苛
性
ソ
ー
ダ
に
水
を
入

れ
よ
く
混
ぜ
て
溶
か
し
た
後
、
廃
油
を
入
れ

ま
す
。
そ
し
て
十
五
分
か
ら
二
十
分
か
き
混

ぜ
、
固
ま
り
か
け
た
頃
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等

の
箱

へ
流
し
込
み
出
来
上
が
り
ま
す
。

廃
油
で
作

っ
た
石
け
ん
は
、
ま
ず
リ
サ
イ

ク
ル
で
あ
る
、
川
に
流
し
て
も
汚
染
度
が
少

な
く
手
に
や
さ
し
い
、
洗
浄
力
が
大
き
い
、

合
成
洗
剤
を
使
用
し
な
く
て
も
よ
い
な
ど
の

利
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

婦
人
会
で
は
、
今
後
も
各
地
域
で
環
境
汚

染
防
止
の
推
進
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

高森中で英語指導をするMr.Mark MaК il

(6)

鑢 勒

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせください。

企口課
広報統計係
(8②llll)

全
般
的
に
高
値

森
林
組
合
選
本
市

／
・
な
一

ヽ
‘

多 /

第
八
回
高
森
町
少
年
剣

道
招
待
錬
成
大
会
が
八
月

十
八
日
高
森
中
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
、
高
森
小
学

校
Ａ
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年

育
成
の

一
環
と
し
て
、
毎

年
風
鎮
祭
に
合
わ
せ
て
行
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